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◇
初
陪
餐

３
月
31
日　

練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会

▽
石
岡
美
樹　
（
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
）

◇
堅
信
受
領

４
月
１
日　

立
教
学
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂

▽
板
橋
花
菜
▽
木
滑
良
久
▽
圓
谷

将
祐
▽
圓
谷
武
大
▽
関
戸
雄
大
▽

大
山
純
佳
（
立
教
諸
聖
徒
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

４
月
10
日　

小
野　

サ
ヨ
（
91
）

聖
マ
ル
コ

４
月
11
日　

内
藤　

昭
子
（
90
）

東 京 教 区 時 報

◇
４
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
つ
き
し
ま
キ
ッ
ズ
デ
イ
▽
児
童

養
護
施
設
の
た
め 

（
エ
リ
ザ
ベ
ス

サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
、
福
光
会
児

童
養
護
施
設
子
ど
も
の
園
）
▽
月

島
聖
ル
カ
保
育
園
の
た
め
▽
神
学

校
の
た
め
（
22
日
）
▽
カ
ル
ト
問

題
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
の
働
き
の

た
め

◇
信
徒
奉
事
者
祝
福
式

日
時
：
４
月
21
日
（
土
）
14
時
～

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

司
式
・
説
教
：
広
田 
勝
一
管
理

主
教

問
合
せ
：
東
京
教
区
事
務
所

◇
召
命
研
修
会

日
時
：
５
月
12
日
（
土
）
９
時
半

～
15
時
半

場
所
：
ナ
ザ
レ
修
道
院　
（
詳
細

は
参
加
申
込
者
に
後
日
配
送
）

テ
ー
マ
：「
私
の
召
命
観
」
～
社

会
人
か
ら
聖
職
の
道
～

対
象
：
聖
職
の
仕
事
に
関
心
の
あ

る
人
、
将
来
聖
職
へ
の
道
に
進
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人

講
師
：
中
村 

淳
司
祭
（
聖
救
主

教
会
牧
師
、
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

管
理
牧
師
）

参
加
費
：
無
料

定
員
： 

20
名

持
参
す
る
物
：
筆
記
用
具
、
祈
祷

書
、
聖
書

申
込
締
切
り
：
４
月
16
日
（
月
）

主
催
：
聖
職
養
成
委
員
会

＊
教
会
配
布
の
申
込
書
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
に
関
し
て
は
所
属
教

会
の
司
祭
に
相
談
の
う
え
申
込
書

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
者
が
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

＊
昼
食
は
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
：
４
月
18
日(

水) 
12
時
20

分
～
50
分

場
所
：
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会 

入
場
：
無
料
（
自
由
献
金
あ
り
）

演
奏
：
大
平
健
介

	

今週・来週の予定

４月１５日～２８日

１５（日）	 復活節第３主日

	 牧師任命式　東京聖テモテ教会

１６（月）	 聖職養成委員会

１７（火）	 幹事教会牧師連絡会

１８（水）	 教役者レクイエム（主教座聖堂）

	 人権委員会

１９（木）	 信仰と生活委員会

２１（土）	 信徒奉事者祝福式 （主教座聖堂）

２２（日）	 復活節第４主日

２３（月）	 財政委員会

	 礼拝音楽委員会

	 広報委員会

　

聖
ル
カ

４
月
11
日　

髙
地　

髙
司
（
85
）

　

聖
マ
ル
コ

４
月
13
日　

横
田
（
吉
田
） 

清
子
（
85
）

聖
愛

［
韓
国
語
聖
餐
式 

会
場
変
更
］

　

３
月
ま
で
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
で

行
わ
れ
て
い
た
韓
国
語
聖
餐
式
は

４
月
か
ら
月
島
聖
公
会
で
行
わ
れ

ま
す
。
問
合
せ
は
、
月
島
聖
公
会

０
３
（
６
２
２
５
）
０
４
７
５
池

司
祭
ま
で
。



２

◇
第
１
３
０
（
定
期
）
教
区
会
開

会
演
説　

 

東
京
教
区
管
理
主
教

　

主
教　

ゼ
ル
バ
ベ
ル 
広
田 

勝
一

　

本
日
は
、
皆
様
に
ご
参
集
い
た

だ
き
、
第
１
３
０
回
定
期
教
区
会

を
開
催
で
き
る
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。
前
回
の
秋
の
定
期
教
区

会
は
、
昨
年
12
月
16
日
に
行
い
ま

し
た
の
で
、
約
３
か
月
経
ち
ま
し

た
。
こ
の
間
の
大
き
な
出
来
事

は
、
大
畑
喜
道
主
教
の
退
職
で
あ

り
ま
す
。
大
畑
主
教
は
２
０
１
６

年
11
月
後
半
よ
り
体
調
を
崩
し
、

２
０
１
７
年
１
月
よ
り
休
職
、
当

初
３
か
月
の
予
定
で
し
た
が
、
予

定
期
間
よ
り
延
長
し
６
月
よ
り
復

帰
し
、
私
の
管
理
も
解
け
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
11
月
に
さ
ら

に
体
調
が
悪
化
し
休
職
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
12
月
末
に
熟
慮

の
上
、
病
気
に
よ
る
辞
職
を
申
し

出
ら
れ
、
常
置
委
員
会
の
同
意
を

経
て
、
植
松
首
座
主
教
に
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
主
教
会
は
２
月
７
～
９
日
に
開

催
さ
れ
た
定
期
主
教
会
で
慎
重
に

検
討
し
、
辞
職
願
が
法
憲
法
規
第

12
条
２
項
（
教
区
主
教
は
、
病
気

そ
の
他
の
重
大
な
事
由
に
よ
っ
て

職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
、
常
置
委
員
会
の
同
意
を
得
た

後
に
、
主
教
会
の
承
認
を
得
て
、

そ
の
日
を
定
め
、
辞
職
す
る
こ
と

が
で
き
る
）
に
よ
り
、
２
月
９
日

付
け
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

こ
の
場
合
の
辞
職
し
た
教
区
主
教

は
、
第
15
条
１
項
で
「
辞
職
の
事

由
の
止
ん
だ
後
、
主
教
会
の
承
認

を
得
て
、
司
祭
の
職
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
を
祈
り
つ

つ
主
の
導
き
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
本
日
は
第
１
３
０
回
の
定
期

教
区
会
、
そ
の
後
の
主
教
選
挙

の
た
め
の
第
１
３
１
回
臨
時
教
区

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
３
月
、
12
月
、
そ
し
て

今
日
の
教
区
会
議
長
が
続
き
ま
す

が
、
東
京
教
区
に
新
た
な
主
教
が

誕
生
さ
れ
る
よ
う
導
き
を
祈
っ
て

い
き
た
い
の
で
す
。

　

さ
て
本
定
期
教
区
会
は
、
臨
時

も
あ
る
た
め
例
年
よ
り
時
間
的
制

約
が
あ
り
ま
す
。
議
事
進
行
の
お

願
い
が
予
め
書
記
局
か
ら
も
出
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
前
教
区
会
の
演
説
、「
東

京
教
区
教
区
再
編
成
に
つ
い
て
の

答
申
へ
の
応
答
の
件
」
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
進
展
に
限
定
し
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
教
会
・
教
役
者
に
は
、

「『
２
０
１
８
年
４
月
～
６
月　

主

日
礼
拝
お
よ
び
公
祷
』
の
執
行
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
書
簡
、
並
び

に
執
行
担
当
者
を
送
付
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
「
主
日
礼
拝
お
よ

び
公
祷
の
執
行
」
は
、
主
教
の
重

要
な
司
牧
責
任
の
範
疇
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
度

よ
り
管
理
主
教
に
よ
る
召
集
の
も

と
「
幹
事
教
会
牧
師
連
絡
会
」
を

設
け
、
定
期
的
に
集
ま
る
中
で
意

見
を
交
わ
し
、
現
状
を
分
か
ち
合

い
な
が
ら
調
整
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
主
日
の
礼
拝
執
行
や

公
祷
を
各
教
会
グ
ル
ー
プ
内
で

個
々
に
行
う
の
で
は
な
く
、
教
区

全
体
の
課
題
、
テ
ー
マ
と
し
て
教

区
主
教
の
責
任
の
も
と
対
処
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
具
体
的
に

は
主
教
の
も
と
で
の
「
幹
事
教

会
牧
師
連
絡
会
」
を
核
と
し
な
が

ら
、
情
報
共
有
、
検
討
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点
が
今

後
も
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
こ
に
主
教
と
各
司
祭
と

の
対
話
も
生
ま
れ
、
各
教
会
の
あ

り
様
に
つ
い
て
、
共
に
検
討
す
る

場
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
グ
ル
ー
プ
協
力
司
祭
制

度
を
導
入
致
し
ま
し
た
。
こ
の

協
力
に
は
退
職
聖
職
や
出
向
中

の
聖
職
に
担
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
ご
奉
仕

し
て
い
た
だ
い
た
退
職
聖
職
の

方
々
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
奉
仕

と
献
身
に
深
く
感
謝
し
つ
つ
、

今
年
よ
り
協
力
司
祭
の
委
嘱
に

つ
き
ま
し
て
は
、
満
80
歳
を
迎

え
ら
れ
た
後
の
３
月
末
日
ま
で

と
す
る
方
向
で
お
り
ま
す
。
本

日
代
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
ご
覧

い
た
だ
き
た
く
配
布
資
料
と
し

ま
し
た
。

　

な
お
一
覧
表
は
４
月
か
ら
６
月

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
７
月
～

９
月
に
つ
き
ま
し
て
は
４
月
17
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
幹
事
教
会
牧
師

連
絡
会
に
お
い
て
さ
ら
に
検
討

し
作
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
主
教
、
幹
事
教
会

牧
師
の
み
な
ら
ず
、
主
教
秘
書
、

宣
教
主
事
も
加
わ
り
、
課
題
を
共

有
し
ま
す
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
す
の
で
、
今
後
も
よ
り

よ
い
方
向
に
進
め
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
最
近
、「
教
区
運
営
事
務

連
絡
会
」
を
も
う
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
宣
教
主
事
・
主
教
座
聖

堂
主
任
司
祭
・
教
区
事
務
所
等

が
、
主
教
の
も
と
主
教
秘
書
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
な
ど

し
て
事
務
的
な
協
力
を
強
め
課

題
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
機
関
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
常
置
委
員
会
と
連
動
し
つ

つ
有
効
的
に
機
能
で
き
れ
ば
と

願
い
ま
す
。
以
上
、
こ
の
３
か

月
の
歩
み
に
触
れ
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
財
政
面
、
各
教
会
の

状
況
の
共
有
も
早
急
な
課
題
と

し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

な
お
第
１
２
９
回
定
期
教
区
会

で
議
案
と
し
て
審
議
し
、
常
置
委

員
会
と
提
案
者
に
付
託
さ
れ
た
立

教
女
学
院
の
件
に
関
し
ま
し
て

は
、
常
置
委
員
会
報
告
の
中
で
触

れ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

　

最
後
に
、
前
回
の
演
説
で
述
べ

ま
し
た
が
、
教
区
の
再
編
成
と
い

う
極
め
て
大
き
な
事
案
に
取
り
組

む
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
、
そ
れ
は
「
私

た
ち
は
教
区
に
あ
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
関
係
性

を
し
っ
か
り
築
く
こ
と
、
そ
し

て
、
自
分
た
ち
の
信
仰
の
原
点
に

立
ち
戻
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
」

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を
私
た
ち

は
し
っ
か
り
と
認
識
し
、共
有
し
、

改
め
る
と
こ
ろ
は
改
め
て
い
き
た

い
の
で
す
。

　

何
よ
り
も
「
主
を
喜
び
祝
う
こ

と
こ
そ
、
私
た
ち
の
力
の
源
」
で

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
信
ず
る
神

は
、「
わ
た
し
は
必
ず
あ
な
た
と

共
に
い
る
」
と
語
り
か
け
る
お
方

で
す
。

　

来
る
５
年
後
の
「
東
京
教
区
成

立
１
０
０
年
」の
時
を
目
指
し
て
、

私
た
ち
、
教
区
の
信
徒
と
教
役
者

が
一
緒
に
な
っ
て
歩
ん
で
い
き
た

い
の
で
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

３


